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分野３：中・東欧諸国との間での二国間及び国際社会における協力の推進
中期目標：
1. 政府ハイレベル及び事務レベルの対話を継続・促進し、幅広い分野における協力を強化する。
2. シンポジウムなどを通じて人的・知的交流、経済分野を含む民間交流を維持・促進する。
3. 日本の知見や経験をいかしたウクライナの復興促進について、関係者間の緊密な連携のための調整を行う。

過去３年度（令和５～７年度）の主な成果 課題及び今後の方向性

１【政府間対話の進展】 １【政府間対話の進展】

⚫ 令和５～７年度でドイツ、ウクライナ、ヴィシェグラード４か国
（Ｖ４：スロバキア、チェコ、ハンガリー、ポーランド）、西バ
ルカン諸国などと活発な要人往来を実現し、これらの諸国との信
頼関係を高めるとともに、地域情勢や国際場裡の課題解決に向け
た連携をより緊密化した。

⚫ 北朝鮮や中国を始めとする東アジア情勢や国際社会の諸課題に対
処すべく、政府ハイレベルの会談を通じて協力を推進した。

⚫ ロシアによるウクライナ侵略に対し、国際場裡や二国間会談の場
での共同声明や決議案への賛成、外務大臣のウクライナ訪問（令
和６年）などを通じ、国際社会と緊密に連携しつつウクライナに
寄り添う姿勢を明確かつ効果的に示した。

⚫ 令和５～７年度の３年間を通じて、中・東欧諸国間との二国間関
係強化に大きく寄与した政府ハイレベルの対話の実現を、引き続
き重点項目とする。政府ハイレベルが未訪日である国、事務レベ
ルの訪日が頻繁に行われていない国との対話についても、日本の
立場や問題意識を伝え、中・東欧諸国から支持を得る機会とすべ
く、積極的に取り組む。

⚫ 中・東欧諸国は、ロシアによるウクライナ侵略に代表されるパ
ワーバランスの変化や地政学的競争の激化、域内経済格差、ポ
ピュリズムの台頭などの課題に直面している。日本としては、政
治や経済などの分野において中・東欧諸国との二国間関係を一層
強化し、また、東アジア及び国際社会の諸課題に関する協力・連
携を強化するため、政府ハイレベルの対話を実施する。

２【二国間及び国際社会の共通の諸課題に関する政策調整・協力の
進展】

２【二国間及び国際社会の共通の諸課題に関する政策調整・協力の
進展】

⚫ 令和５～７年度でドイツ、ウクライナ、Ｖ４、西バルカン諸国な
どとの間で、実務レベルでの各種協議などを通じて、経済や安全
保障・防衛協力分野を始めとする具体的な協力が進展した。

⚫ ウクライナ支援として、日本政府は人道、復旧・復興、財政の分
野でこれまで総額約200億ドルの支援を表明し、実施してきてい
る。また、令和７年10月には、ウクライナ地雷対策会議
（UMAC2025）を主催した。

⚫ 令和５～７年度において、中・東欧諸国との二国間及び国際社会
の共通の諸課題に関する政策調整・協力は、政府ハイレベルでの
合意事項や協力を具体化する観点から効果が高かったことから、
引き続き重点的に取り組む。今後とも、中・東欧諸国との政府ハ
イレベルとの更なる緊密な関係構築を目指す。

⚫ 日本として、引き続きウクライナの復旧・復興支援について官民
一体で取組を強化していく。

欧州局
欧州第二課、中東欧バルト室
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過去３年度（令和５～７年度）の主な成果 課題及び今後の方向性

３【人的・知的交流の進展】 ３【人的・知的交流の進展】

⚫ 官民ミッション・日本企業関係者のウクライナ訪問やウクライナ
避難民の受入れなどを通じて、官民の両面からウクライナの復
旧・復興と社会経済開発につながる取組を力強く後押しした。

⚫ 日独フォーラム、将来の課題のための日・オーストリア委員会な
どの中・東欧諸国において開催されたシンポジウムやフォーラム
に、日本企業の現地関係者の参加を促すとともに有識者などを派
遣した。

⚫ 人的交流の深化は、二国間関係の強化に大きく資することから、
今後も重点的に取り組む。政策効果の観点から有意義だと考えら
れる招へい事業や派遣事業を積極的に活用し、機を逃さず人的・
知的交流の促進を実現する。

⚫ シンポジウムやフォーラムなどの実施や参加を通じて、人的・知
的交流を一層促進し、経済を含む幅広い分野において二国間関係
を強化するとともに、東アジア及び国際社会の諸課題などに対す
る知見の共有を図る機会の増強に努める。

備考：【令和６年度】令和５年に設置されたウクライナ経済復興推進室に関しての中期目標を設定した。

参考：

・外交青書（第２章第５節第２項：令和６年版、令和７年版、令和８年版）
・欧州（ドイツ、ウクライナ）
・ヴィシェグラード４か国（Ｖ４）（スロバキア、チェコ、ハンガリー、ポーランド）
・西バルカン諸国（アルバニア、コソボ、セルビア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、北マケドニア、モンテネグロ）
・岩屋外務大臣のウクライナ訪問（令和６年11月16日）
・ウクライナ情勢に関する対応
・ウクライナ地雷対策会議（UMAC2025）結果概要（令和７年10月22日～23日）

＜「日独フォーラム」＞
・「日独フォーラム」第32回合同会議の開催（結果）（令和６年10月30日～31日）
・「日独フォーラム」第33回合同会議の開催（結果）（令和７年12月３日～５日）

＜「将来の課題のための日・オーストリア委員会」＞
・「将来の課題のための日・オーストリア委員会」第25回会合の開催（令和５年11月21日～22日）
・「将来の課題のための日・オーストリア委員会」第26回会合の開催（令和６年10月16日～18日）
・「将来の課題のための日・オーストリア委員会」第27回会合の開催（令和７年10月５日～７日）

分野３：中・東欧諸国との間での二国間及び国際社会における協力の推進

欧州局
欧州第二課、中東欧バルト室
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